
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

〈忘れ物について〉 

  学童に忘れ物をしたときは、学童の職員が勤務している朝８時３０分～午後７時までに取りに

来てください。（この時間帯以外は、対応できかねます。）忘れ物をしないよう、帰る際にお子さ

んと一緒に荷物の確認をお願いします。 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和４年 11月１日 第８号 

11 
 

月 
予定 

 ２日（水）  リレー大会チーム分け抽選 

        ※リレー大会に参加するこどもが抽選を行い、チーム

分けをします。できるだけ、出席していただくよう

お願いします。欠席の場合は、職員が代わりに抽選

させていただきます。 

１６日（水）  やりたいことやっちゃおうでぃ 

         「リレー大会」 

２４日（木）  避難訓練 

 

「掘ったどぉ～」 

今年も、そらのやかたの庭で、袋栽培でさつまい

もを育てました。たっぷりと水をやり、葉っぱはぐ

んぐん成長。秋まで土の中で大きく育て、１０月に

芋ほりをしました。 

一つ目の袋からは、小さかったり細かったりする

さつまいもがゴロゴロ。２つ目は、にんにくの形を

した大きなさつまいもが１つだけ。 

豊作とは言えませんが、クッキングで味わいたい

と思います。 

「日本人の誇り」 

 

  １１月になり、戸外の気温がぐっと冷えてくる頃になると、山々の紅葉が目にも美しく映えるようになっ

てきます。今は紅葉も、１１月半ばくらいが最もきれいになるようです。岡山では山も多く、自然の豊かさ

にいつも心が癒やされるような気がしています。 

 私ごとですが、私の家族は海外へもいろいろと行ったことがあるので、時々日本と異なる様子を聞き、認

識を新たにすることがあります。少し前になりますが、日本の話題で外国の人を大きく驚かせたことがあり

ました。それは、東日本大震災に関するニュースです。 

 大災害で、民家も店も、影も形もないくらい被害を受け、店にある商品も水や泥をかぶって売り物になり

ませんでした。それでも、使えるものや食べられるものがあったとき、日本人の行動が世界中をあっと言わ

せたのでした。 

 基本的に海外では、災害や非常時になると、暴動や略奪が起こるのは不思議ではありません。皆が店を襲

って商品を奪っていくのはよくある光景のようです。ところが、日本人はそんな災害の後、誰もいない店の

商品を自分が持って帰るとき、お金を店の中の箱などに入れて帰りました。また、かろうじて店を開けた所

には、日本人がきちんと行列をなして順番を待っていました。そして、被災地の多くのがれきからは、たく

さんの現金や金庫が発見されましたが、それらは次々と市役所に届けられたというのです。そんなことはあ

り得ない、と世界中の人が驚いたのです。 

 日本人にとっては、どちらかと言えば当たり前の行動が、世界の中では大きな驚きを持って受けとめられ

たのです。それは、日本人の心の中にある道徳性の高さであり、私たちが相手を思いやる気持ちを根底には

持っている民族だからでしょう。 

 落とし物をして、そのものが帰ってくるのは、日本以外では考えられません。そんな日本人のすばらしさ

を、私たちは子どもたちや次の世代にきちんと伝えていかなくてはならないと、近頃は感じるようになって

います。 

 自分に自信がなくなったり、悩みで上を見られなくなったりすることもあります。人間関係の悩みは、い

つも尽きることがなく、絶えず私たちを下へ下へと引っ張っていきます。そんなとき、私たちは世界に誇る

ことのできる日本人なんだから、ともっと胸を張って生きていってもいいのではないでしょうか。 

 どんな店に行っても水が無料で飲める国。どこに行ってもトイレにはトイレットペーパーがある不思議な

国。落とし物をしたら届けるのが普通と思う国。誰かが悩んでいたら自分より気にしてしまう人が多い国。

自己主張が強いのではなく、常に相手を思いやる心を忘れない国。そんなすばらしい国に住むのが、私たち

日本人なのです。 

 胸を張って堂々と生きていきましょう。そして、できたことや、小さな喜びを楽しみながら、日々を笑っ

て過ごすことができたら、それを人は天国というのかもしれません。私の父の時代には、お腹いっぱい食べ

るのが夢だった。それさえ今の私たちはかなえることができ、豊かな国に住んでいる。本当にしあわせだな

あ、と秋晴れのうろこ雲を見ながらつぶやいた一日でした。今日の一杯はまたうまいぞ～！ 

                            所長 杉 井 康 志 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の『ハロウィンパーティー』は、じゃんけんをしたり、踊った

り、ゲームをしたりといろいろなあそびをしながら、チケットを Get

します。最後に、そのチケットを交換でおやつがもらえます。また、

仮装した友だちや職員との記念撮影も楽しんでいました。 

～クレープの生地を焼く～ 

 「おたまのおしり
・ ・ ・

で生地を

広げる」の言葉に笑いが止ま

りません。それでも、ちゃん

とおしり
・ ・ ・

で自分の好みの大き

さに広げていました。 

～フルーツを入れて巻く～ 

 庭で採れたさつまいももトッピ

ング。スバルは、種から育てたす

いかも収穫して豪華なクレープの

出来上がりです。 

 すいか、甘みもある美味しい出

来でした。 

いただきま～す 

五条悟とダンシング♬ 

カオナシと的当 

魔女となぞなぞ 


